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ＳＶＧを初めとした表示に関するＷｅｂ技術

の普及と、クラウドコンピューティングの発展

に伴い、電力制御システムなどの高い信頼性、

応答性を求められる産業用監視制御システム

（ＳＣＡＤＡ）をＷｅｂ化する試みがなされて

いる。 

 

その一方で電力制御システムはその特性上、

各機器おいて発生した警告などの重要な情報を

その発生から所定の時間以内に表示しなければ

ならない。また多くの機器情報を俯瞰できる必

要性から、単位時間当たりの通信量や描画負荷、

処理量が多い傾向がある。また、ユーザー体験

の関係上画面遷移を多用できないため、通常の

Ｗｅｂページとは異なる困難さがある。 

 

ＳＣＡＤＡにおけるＷｅｂ化の利点としては

以下が考えられる。 

A) 専用のライブラリを用いて開発されている

既存システムとの比較において、一般的な

技術を多用する事で情報の入手手段が多く

なり、学習コストを低減可能となる。 

B) ブラウザは今日の多くの端末において標準

的に搭載されており、それら端末において

ＳＣＡＤＡを操作することが可能となる。

これにより、実作業員と制御室のオペレー

タとの間で円滑な意思疎通が可能となる。 

C) ＳＶＧ、ＣＳＳアニメーションをはじめと

する高機能な表現手段を使用することが可

能。特に凝った表現を用いない限りこれら

を活用することで工数を維持しつつ表現能

力上昇を実現可能となる。 

D) 機能面に限らず、デザインの面においても

他の技術と比較して多くのＯＳＳ・情報・

ツールが存在しており、これらを活用する

ことで工数の削減が期待される。 

 

 

 

 

 
 

一方でＷｅｂ化により発生する制限事項も多

く、以下が考えられる。 

 

E) ＪａｖａＳｃｒｉｐｔを使用したファイル

へのアクセス手段が限られている。このた

めＥｘｃｅｌなどの業務アプリケーション

との連携が困難。ファイルをサーバ側に転

送し、サーバ側にて解析するなどの必要が

ある。 

F)    ＪａｖａＳｃｒｉｐｔによるバイナリ列の取

り扱いが困難な場合がある。ＩＥ８やＩＥ

９への対応を考える場合、特にこれは問題

となる。このためＵＴＦ－８によるファイ

ル保存時にＢＯＭを追加する場合などがク

ライアント側では完結できない。 

G) フォーカスや選択の可否、操作の可否など

の設定が非Ｗｅｂアプリケーションと比較

して一貫性がなく整備されていない。 

H) 単純なＨＴＴＰベースの通信ではＳＣＡＤ

Ａに求められる警告通知を所定の時間内に

完了する事が困難。 

I)     ＨＴＴＰベースの通信の場合、ＴＣＰ／Ｉ

Ｐと比較して通信量が多くなる傾向がある。

ＳＣＡＤＡの場合、常時多くの情報を交換

しているためこの傾向が顕著となる。発展

途上国においては通信インフラが整備され

ていない場合がある。 

J)  画面遷移を主体としないＷｅｂアプリケー

ションの形式にて実装される場合、擬似的

な画面遷移や、ウィンドウサイズへの対応

など、通常のＷｅｂページと異なる部分が

多く、実装方法が一貫していない。 

K) ＳＬＤやＧＩＳにおいてＳＶＧを使用した

場合、その規模によってはパフォーマンス

上の問題が発生する。 

L)  その他、クリップボードとの連携やマウス

キャプチャの問題など。 

 

これらの問題のいくつかについてはＨＴＭＬ

５および関連技術によって改善が図られている。

本発表ではこれらをいかに改善するかについて

の試みについて述べる。 
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 例えば、通信関係においてはＷｅｂＳｏｃｋ

ｅｔにより双方向通信が可能な場合がある。デ

ータベース側での（またはＣＥＰによる）状変

検知が適切に行われれば、状変を通常求められ

る１秒以下に抑えることが出来る。ＩＥ８また

はＩＥ９においてはＷｅｂＳｏｃｋｅｔを使用

することはできないためその場合はＣｏｍｅｔ

に切り替える。この場合、通信量が犠牲となり、

（実測で８倍程度の）転送量増となる。日本国

内においてはこの転送量増は大きな問題となら

ないが通信環境の良くない地域においては問題

となる。また、Ｃｏｍｅｔの場合はセッション

管理も問題となる。通常セッションはＣｏｏｋ

ｉｅなどで管理されるが、このＣｏｏｋｉｅは

同じＷｅｂアプリケーションの場合同じである

ので、サーバ側からみて同一のクライアントに

しか見えない。このため、セッションＩＤに加

えてそれぞれを識別するＩＤをさらに付与する

必要が出る。しかしながらそれでもなお、同一

Ｃｏｏｋｉｅで多並列にてＨＴＴＰ通信が行わ

れることを避けられないため、既に無効化され

たＣｏｏｋｉｅが使用されることを抑制する手

段がないなどの問題が出る。 

 

 
 

 また他の例としてはＷｅｂＧＬがある。大規

模なＳＬＤやＧＩＳをＳＶＧにより表現した場

合、Ｃｈｒｏｍｅにおいてもそのパフォーマン

スはテストケースにおいて数ＦＰＳ程度しか出

せない。Ｇｏｏｇｌｅ Ｍａｐ等においては画像

化された地図を用い、高いＦＰＳを得ているが、

ＳＬＤやＧＩＳにおいてはほぼ全ての送電線な

どの線がアニメーション対象であるためこの方

法を取ることはできない。ＳＶＧが高いパフォ

ーマンスを得られないのはその描画方法が故と

考えられるが、ＳＶＧを分割するなどしても適

切なＦＰＳは得られない。新しく標準化された

ＷｅｂＧＬを使用し、全ての描画を一つのＶＢ

Ｏに詰め、ＶＳにて色替えやアニメーションを

行うことで６０ＦＰＳを達成できる。ただし、

この場合、マウスとのヒットテストなどを実装

しなければならない。 
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